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令和８年度 江東区立深川第二中学校 経営計画 

校長名 和田 総治    

 Ⅰ 教育目標 
○自立  

○共生  

○協働 
 

Ⅱ 経営方針 

目指す学校像 

〇生徒一人ひとりが生き生きと活動でき、明るく楽しい安心安全な学校 

〇基礎基本の定着を図り、生活や社会に生かせる学力を身に付けることができる学校 

○グローバルな視野をもち、豊かな人間性や社会性をはぐくむ学校 

○生徒一人ひとりの個性・特性・意欲を伸ばし、規律と活力のある学校 

目指す生徒像 
○自立：自ら進んで考え、理解を深め、決断して、行動する生徒  

○共生：違いを理解し、自他を尊重し、共に生きようとする生徒 

○協働：集団の中で自己の良さを発揮し、進んで活動する生徒 

目指す教師像 
○人権を尊重する教師 

○生徒・保護者の心に寄り添う教師 

○率先して模範を示す教師 

経 営 理 念 

○スローガン We are The Second  （誇り） 

○テーマ   EVERONWARD （限りなき前進） 

○教育目標を実現するため生徒が身につける「六花」（三つの特性と三つの能力） 

●自立 

•主体性：自ら進んで考え、理解を深め責任をもって行動することができる特性   

•実行力：目的や目標を達成するため、計画を立て実践していくことができる能力 

 ●共生 

•傾聴性：相手を理解しようと人の意見を進んで聞き、信頼関係を築いていくこと

ができる特性  

•表現力：自分の意見や考えを相手にわかりやすく自分の言葉で伝えることができ

る能力 

●協働 

•協調性：周りの人と上手く連携を取りながら、目標を達成に向けて努力すること

ができる特性 

•創造力：新たな発想で情報を活用し、新しい価値やアイデアを生み出すことので

きる能力 
 

Ⅲ 経営目標  

重点領域１ 授業力・学力の向上 

中期経営目標 
生徒自らが興味をもち、進んで取り組めるように授業改善を進める。 
 

短期経営目標 

○「主体的・対話的で深く学ぶ」授業への工夫 
・単元ごと、1時間ごとの工夫 

○生徒が主体的に活動するアクティブな授業 
・話し合い活動、協働作業、課題解決型学習、探求学習などを取り入れた授業 

○教材・教具としての ICTを効果的・効率的に有効利用した「個別最適な」授業 
・デジタル教科書、電子黒板、画像や映像 
・Chromebookの活用 
・コミュニケーションソフト 
・採点ソフトや生成ＡＩの利用 

○特別支援教育の視点からの授業改善 
 ・授業のユニバーサルデザイン（すべての生徒にとってわかりやすい授業） 

項目 努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 
各種調査結果を分析し、基礎学力の定着を目指
す。 

全国学力学習状況調査（３年）・学びスタンダー 
ド定着度調査（２年）で、校内平均が東京都の平 
均よりも上まわることを目指す。 



 ２ 

Ⅲ 経営目標  

２ 
協働的活動・ICTの活用などを導入した授業を全
教員で実施する。 

授業に活動があり、楽しいとする生徒を８０％
以上にする。 

３ 

授業のユニバーサルデザインへの取組を進め、
特別支援教育の充実を、全教員が意識して配慮
するようにする。 
・焦点化‥授業のねらいや活動を精選、発問・説
明を絞り込む等 
・視覚化‥重要なポイントを板書や掲示で示す、
ＩＣＴの活用等 
・共有化‥ペアや少人数での意見交換の活動を
取り入れる等 

教育推進プラン・江東（第２期）の指標に関する
アンケート調査「一人一人を大切にした教育が
行われていると思いますか」を８０％以上にす
る。 

 

重点領域２ 人間関係を大切にした集団作り 

中期経営目標 互いを尊重し、信頼し、協力できる人間関係を大切にし、暖かな集団作りをする取組 

短期経営目標 

〇良好な人間関係を築く学級・学年・学校づくり 
・生徒・教師・保護者相互の信頼と協力 

〇自分と周りの人の心と命を大切にする道徳的活動 
 ・ローテーション型の道徳授業 
 ・教育活動全般での道徳の指導 
〇互いのことを思いやれる基本的な生活習慣 
 ・あいさつ…心のこもったあいさつ 
 ・礼儀…お互いの立場や状況をわきまえた言動 
 ・清掃…常に清掃を心掛け、モノや場所を大切にする公共心 

項目 努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 

日常的に生徒の人間関係にも気を配り、互いを
認め合う暖かな集団を作ることを目指す。行事
などを通して、団結協力させていくことで、より
良い集団作りを目指す。 

学校に登校するのが楽しいと実感する生徒を９
０％以上にする。 

２ 

いじめについては、ACTION24 を意識し、早期発
見・早期対応をめざす。そのために教育相談に力
を入れる。教育相談アンケートも年間５回以上
とる。 

未然防止・早期発見・早期対応・解決を目指す。
昨年度は経過観察の事案が 10件以上あったが、
それより少なくするように努める。 

３ 
基本的な生活習慣が身に付くように指導をして
いく。特に、挨拶・礼儀・清掃には力を入れる。 

学校評価における「あいさつ」に関して肯定的回
答を９０％以上にする。 

 

重点領域３ 生徒が主体的に取り組める活動の充実 

中期経営目標 
生徒が主体となって取り組む活動を意図的に増やすことで達成感や充実感をもたせ
る。 

短期経営目標 

〇３年生がリードし１・２年生がフォローしていく学校行事 
・運動会 
・文化祭（合唱コンクール） 

〇生徒が主体的に取り組める行事の工夫 
・修学旅行の行先を生徒のプレゼンテーションで検討する取組 
・各行事では実行委員を中心に企画・運営 

〇自ら快適な学校生活を作る自治活動 
・生徒会・委員会・部活動への参加 

 ・ボランティア活動 

項目 努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 

各行事や日頃の学級活動において、生徒が主体
的に取り組むような計画を立てていく。特に２
大行事（運動会・文化祭）やその他の行事（修学
旅行・職場体験など）でも主体性を重視する。 

学校行事や学級活動に主体的に取り組んでいる
とする生徒を９０％以上にする。 

２ 
自ら快適な学校生活を作る自治活動（生徒会・委
員会・部活動など）への参加を促すとともに、活
動の充実を図る。 

委員会・係活動・部活動などに積極的に参加でき
たという生徒が 90％以上になるようにする。 

３ 
地域と連携した活動を充実させていく。（ウェル
ビー教室（おりがみ教室）やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等） 

各調査における「地域の行事への参加率」に関し
て肯定的な回答を６０％以上にする。 


